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～予防・休職・復職のポイントを産業医が解説～

■従業員と企業ともにメリットのある対応を
　新年度に入って職場が変わり，環境に適応しきれず
に限界を来したり，緊張がゆるんだりしたすきに「こ
んなはずではなかった」「どっと疲れが出て何もかも面
倒で嫌になった」「会社に行けない，もうがんばれない」
とメンタル不調に至る従業員が顕在化しがちな 5月。
メンタルクリニックのハードルが低くなり，従業員た
ちが気軽に医療機関に通えるようになった一方で，「こ
の通り診断書を持参しましたので休職します」と，や
はり気軽に休職を申し出る従業員に唖然とする人事担
当者もいるかもしれない。働く人々の健康重視および
コンプライアンス遵守は当然ながら，その対応には従
業員・会社ともに正しい知識を得たうえでの判断が望
まれる。「頼るべきサポート機関はどこか」「本当に休
職まで必要な状態なのか」「休職に伴う負担・不利益は
何か」等の「ヘルスリテラシー」を健康な状態のとき
にこそ周知したいと，精神科臨床医かつ豊富な産業医
経験を蓄積している本稿著者は提案する。人事担当者
の立場からも，具体的な対応プロセスを知っておくメ
リットは大きいはずだ。 （編集部）

吉田 健一㈱フェアワーク　代表取締役会長
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